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AX時代に求められる人材像について

資料２－１

～高等教育に関する経済界からの提言等～



AX時代に求められる人材育成への政府方針等

〇 「我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申） 」（2025.2.21 中
央教育審議会）（抄）
このような未来像を実現するために必要な資質・能力とは、生成AI等の技術革新が進む社会においてAIに
代替されるのではなく、AIをはじめとしたデジタル等の最先端の技術も使いこなし、持続可能な社会の担い手や
創り手として真に人が果たすべきことを果たせる力といえる。これは、「主体性」、「リーダーシップ」、「創造力」、
「課題設定・解決能力」、「論理的思考力」、「表現力」、「集中力・粘り強さ」、「コミュニケーション能力」等の資
質・能力と言い換えることもでき、一人一人がそれぞれの個性に応じて身に付け、伸ばすことで、その能力を発揮
していくことが期待される。また、これらの基盤として、社会の発展に貢献する志や、人間力も求められる。
（略）
現代は、専門を生かすための前提となる基礎的・汎用的な能力や分野を超えた専門知を組み合わせて、「総
合知」の創出・活用が必要とされる時代である。…このような観点から、リベラル・アーツ教育を中核に据えた学位
プログラムや文理横断・文理融合教育を通じた課題解決力等の涵養に重点を置いた学位プログラム等に取り組
むことが重要である。

これまで、AIをはじめとする急速な技術革新等による予測困難な時代において、AIに代替されず、人が果た
すべきことを果たすための力を育成するため、文理の壁を越えた普遍的な知識・能力を備えた人材育成等につ
いて取組を進めていくことを示しており、骨太の方針や成長戦略を踏まえ今後の施策を進めていくところ。
また、経済界からも、今後求められる人材や高等教育の在り方に関する提言が累次にわたり示されている。

【中教審・政府方針】
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AX時代に求められる人材育成への政府方針等

〇 「日本成長戦略」（案）（2026.6.30 日本成長戦略会議）（抄）
17の戦略分野の課題やＡＸ時代における人材需要の構造的変化なども踏まえ、一人ひとりの意思に基づき
能力やスキルを最大限伸ばし、予測困難な時代においても変化を構想し、機動的に対応できる人材を育成す
ることが重要である。 そのため、「高校から大学・大学院等を通した人材育成システム改革ビジョン」 を踏まえ、
関係省庁で連携し、教育機関が産業界とも協働しつつ「イノベーショ ン」を興すことのできる人材や「現場」を支
える人材を戦略的に育成する取組を強力に推進する。

〇 「人工知能基本計画」（2025.12.23 閣議決定）（抄）
ＡＩ技術が急速に進展する中、「人とＡＩの協働」による新たな社会を実現するため、制度や社会の仕組み
を先導的に見直し、継続的に変革する。 
ＡＩ社会において人が人としての価値を発揮するため、創造力、思考力、判断力、適応力、コミュニケーショ
ン力などを含む「人間力」向上を図る。 
ＡＩの利活用や開発を担うＡＩ人材の育成・確保はＡＩ社会実現のために必要不可欠である。特に具体
的な付加価値を創出するためにも、ＡＩに関連する基礎的・学術的な知見・知識を初等中等教育段階から
向上させていくとともに、融合され得る産業等、様々な知見・知識についても広く有した人材の育成が重要とな
る。このため、国は主導して質・量ともにＡＩ人材の育成・確保に取り組む。 
人とＡＩが協働する社会の実現に向けて、人がＡＩとどう付き合うか、人とＡＩの役割分担の在り方を継続
的に探究する。ＡＩに依存 ・代替されるのではなく、ＡＩと向き合い、人が人としての価値を発揮する 「人間
力」を育む環境整備を推進する。
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◆「2040年を見据えた教育改革 ～個の主体性を活かし持続可能な未来を築く～」（2025.2.18 一般
社団法人  日本経済団体連合会）（抄）
２．目指す姿
• これからは、仮説を立てて検証し、情報の統合を通じて、ビジネスモデルの変革など新たな価値を創出する力
が求められる。（略）また、AI・デジタル化の進展により、IT企業に限らず、あらゆる産業・企業においてAI・
デジタルを最大限に使いこなせることが必要不可欠となっている。このため、製造、金融、物流、医療など各
産業の特性を踏まえつつ、AI・デジタルを駆使する能力・スキルの重要性が高まっていくと見られる。

３．求められる主要な教育改革
（２）③20歳前後を想定した「学生像」からの脱皮
• OECD諸国の中で日本の大学生の入学・卒業平均年齢が低い背景として、大学のカリキュラムが１８歳の
入学者を想定していることがあげられる。このため、大学側も変革を起こしていくことが求められる。社会課題
の解決や新たな価値の創造に向けて、大学と企業が協働して教育プログラムを開発することが重要である。

（２）⑤高度専門人材の育成・活躍
• 国際的な人材獲得競争が激化する中で、イノベーションを起こす高度専門人材の育成・獲得・活躍は、企
業にとって極めて重要な課題となっている。

（４）①日本人の留学促進や英語教育の強化
• グローバル化が進展する中で、多文化を理解・尊重し、公の精神をもって多様なバックグラウンドを持つ人々
と共働できる人材の育成が重要である。

高等教育に関する経済界からの提言等

4



高等教育に関する経済界からの提言等

◆「科学技術立国戦略」（2026.5.19 一般社団法人 日本経済団体連合会）（抄）
Ⅲ．科学技術立国実現に必要な改革
１（２）価値創造を担う研究者・技術者の人材の厚みと多様性を拡大
① 教育：研究者・技術者の抜本的拡充
• 高等教育段階については、分野横断による探究力・創造性の涵養を重視し、 人文・社会科学系と自然
科学系双方の学問の蓄積を基盤としながら、人材のミスマッチ状況等を踏まえ、理系学部への転換や既存
の理系学部の定員増を促進するための支援策を強化すべきである。 

• また、工学、農学、薬学といった産業に近い学部において、カリキュラムが旧態依然としており、経済界の実
情やニーズに十分対応できていないとの指摘がある。そこで、わが国においてとりわけ重要な産業分野を対
象に、関係省庁の参画の下、産業別に産学官による枠組みを整備し、求められるスキルや専門性を体系
的に可視化するとともに、それを高等教育へ機動的に反映させる仕組みを構築すべきである。

• 当面は、高専の新設や再編、定員増に向けた支援策を強化し、大学においては、高専からの学部編入に
おける定員増といった取り組みを強化すべきである。

３（２）思想・哲学を支える基盤の強化
• こうした時代においては、前項の「思想・哲学」に加えて、人間や社会を多面的にとらえる人文科学や社会
科学など自然科学以外の学問の蓄積がますます重要となる。

※このほか、企業と大学間の産学連携による共同研究や人材交流等の推進に向けた論点を提示する「社会実装を見据えた産学連携・人材交流の高度化」
（2026.2.17 一般社団法人 日本経済団体連合会）も提言 5



◆「高等教育機関との連携プロジェクトチーム 活動報告～学習と実践の好循環に向けた企業と高等教育
機関の新たな連携の探求～」（2026.6 公益社団法人経済同友会）（抄）
Ⅲ １ これからの時代に求められる人材
• AI時代においては、既存の知識を基に課題を解決する力に加え、自ら問いを立て、課題を発見し、多様な
知識や技術を組み合わせて新たな価値を生み出す力が求められている。AI を活用するスキル以上に、何
を実現したいのか、どのような価値観の下で判断を行い、事業や活動を設計するのかという、 構想力や意
思決定力がより重要になる。 

• 「学習と実践の往復」を通じて、自律的に学び続けられる力こそが、今後、求められる人材の中核的な資質
といえる。

4 高等教育機関は「知識を授ける」存在から、「学び方を育む」組織へ
• 今後、高等教育機関は、「知識の提供」から「学び方を育む」組織へと自らを変革していくことが求められる。
本来、高等教育機関は、洞察力を深め、考え方のプロセスを学ぶ場であり、学生が自らの学びを社会課題
の解決に向けた実践と結び直す存在であることを再認識する必要がある。

• その上で、初等・中等に比べ特定の学問を追求するという、学びに上限がない高等教育機関は、専門分
野の探求を支えるだけでなく、さまざまな興味関心を起点として学び進める学生を後押しする体制の強化が
不可欠である。 

• すなわち、これまでの研究やビジネス起点を前提とした関係に加え、人材育成における協働を進めるべく、産
業界と接点を増やし、個々人の主体的な学びを促進することが重要になる。そのため、組織改革や協働に
対応する教職員の育成などの体制整備を進めることで、社会で活躍できる人材育成に向けた環境構築の
加速を期待したい。 

高等教育に関する経済界からの提言等
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